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令和４年度新潟県原子力防災訓練（総合訓練）実施結果 
 

柏崎市危機管理部防災・原子力課 

 

 

１ 目的 

⑴ 柏崎市地域防災計画（原子力災害対策編）に基づき、国、県、関係市町村及び

防災関係機関の相互の連携による原子力災害時の体制・対応を確認するとともに、

防災業務従事者の対応力の向上・習熟を図る。 

⑵ 住民参加により、原子力災害時の防護措置に対する理解の向上を図るとともに、

訓練の結果を検証し、住民避難における問題点や課題を抽出し、現行の計画の見

直しや具体化につなげる。 

 

２ 実施時期 

令和４年（２０２２年）１０月２４日（月） 午前８時３０分から午後４時まで 

１０月２５日（火） 午後１時４５分から午後５時まで 

１０月２６日（水） 午後２時から午後５時まで 

１０月２９日（土） 午前８時から午後５時まで 

１１月 ８日（火） 午後１時から午後３時まで 

 

３ 主催及び主管 

主催：新潟県 主管：柏崎市防災会議 

 

４ 参加機関 

新潟県、柏崎市、県内市町村、国（内閣府、原子力規制庁等）、関係機関（海上保

安庁等）、柏崎市消防団、東京電力ホールディングス株式会社 ほか 

 

５ 訓練想定 

柏崎市、刈羽村等で震度６強の地震が発生し、唯一運転中の柏崎刈羽原子力発電

所７号機において、原子炉が自動停止。その後、炉心冷却機能の一部が喪失し施設

敷地緊急事態となり、炉心冷却機能が喪失し全面緊急事態となる。その後、炉心が

損傷し、放射性物質が放出され、一時移転が必要な空間放射線量の上昇が認められ

た状況になる。 

  

令和 5（2023）年 2 月 1 日 

地域の会定例会資料 
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６ 訓練項目 

１０月２４日（月） 午前８時３０分～午後４時 

⑴ 柏崎市災害対策本部運営訓練（市役所 3階 災害対策本部会議室） 

⑵ オフサイトセンター運営訓練（柏崎刈羽原子力防災センター（柏崎市三和町）） 

⑶ 緊急時通信連絡訓練（市役所 3階 防災・原子力課執務室） 

 

１０月２５日（火）、２６日（水）、１１月８日（火） 

⑷ 学校等における保護者への引渡し訓練（小学校・保育園・県立学校） 

  １０月２５日（火） ＵＰＺ：北条小学校、鯖石保育園 

     ２６日（水） ＰＡＺ：日吉小学校、松波保育園 

  １１月 ８日（火） 県立はまなす特別支援学校 

 

１０月２９日（土） 午前８時３０分～午後５時 

⑸ ＰＡＺ内住民のバス及び船舶による避難訓練（松波地区） 

⑹ ＵＰＺ内住民の屋内退避訓練（市内 UPZ内地区の住民） 

⑺ ＵＰＺ内住民のバス及び自家用車による一時移転訓練（西山地区） 

⑻ ＰＡＺ内放射線防護施設訓練（高浜地区） 

⑼ 安定ヨウ素剤緊急配布訓練（⑸、⑺のバス避難集合場所） 

⑽ スクリーニング・簡易除染訓練（新潟市：豊栄ＳＡ） 

⑾ 広報活動訓練（市役所 3階 防災情報通信室、防災・原子力課執務室） 
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７ 訓練スケジュール 

 

 

  

【緊急事態区分：警戒事態（ＡＬ）、施設敷地緊急事態（ＳＥ）、全面緊急事態（ＧＥ）、ＯＩＬ（放射性物質放出後）】

10月24日

（月曜日）
緊急事態区分

柏崎市災害対策本部運営訓練

オフサイトセンター運営訓練

緊急時通信連絡訓練

緊急事態区分 ＧＥ＋OIL

ＵＰＺ内の学校等における保護者への引
渡し訓練（学校・保育園）

緊急事態区分

ＰＡＺ内の学校等における保護者への引
渡し訓練（学校・保育園）

緊急事態区分

ＰＡＺ内の県立学校における保護者への
引渡し訓練（学校・保育園）

令和４年度 新潟県原子力防災訓練（柏崎市実施分）

8:00 9:30

17:00

訓練②

※訓練時間
　スキップ

8:30 9:00 15:3011:30 12:00

14:00

10:30 11:00

訓練①

12:30 13:00 13:30 16:3016:0014:00 14:30 15:0010:00

15:00 15:30 16:00 16:30

ＡＬ ＳＥ

ＳＥ、ＧＥ

訓練①

ＡＬ

14:30

ＳＥ

11月8日

（火曜日）
ＡＬ ＳＥ

10月26日

（水曜日）

ＧＥ＋OIL

訓練②

10月25日

（火曜日）

17:3013:00 13:30

← 随 時 通 信 体 制 保 持 → ← 随 時 通 信 体 制 保 持 →

●ＴＶ会議 ●ＴＶ会議

●保護者へ迎えの要請

●保護者へ引渡し

●引き渡せなかった児童園児を教職員引率のもとバスで避難

●保護者へ迎えの要請

●保護者へ引渡し

●引き渡せなかった児童園児を教職員引率のもとバスで避難
●屋内退避

●保護者へ迎えの要請

●保護者へ引渡し

●引き渡せなかった児童園児を教職員引率のもとバスで避難

10月29日
（土曜日）

緊急事態区分
〔EAL〕

ＰＡＺ内住民の船舶避難訓練
【松波地区】

ＵＰＺ内住民の屋内退避訓練
【ＵＰＺ全地区】

ＵＰＺ内住民の一時移転訓練
【西山地区】

ＰＡＺ内放射線防護対策施設へ
の避難訓練
【高浜地区】

安定ヨウ素剤緊急配布訓練

スクリーニング・簡易除染訓練

広報活動訓練

15:00

ＧＥ＋OIL

8:00 8:30 9:00 9:30 10:00 10:30 11:00 11:30 12:007:30 15:30 16:00 16:30

ＳＥＡＬ

13:30 14:00 14:3012:30 13:00

●屋内退避訓練開始

●バス避難集合場所に到着した方から順次配布

●スクリーニングポイント到着

●緊急速報メール・エリアメール送信

●ホームページ公開

●訓練終了

●職員出動

●職員出動

●職員出動

●屋内退避

●避難経由所到着

●避難所到着

●一時移転開始（バス）

●スクリーニング・簡易除染訓練

●防災行政無線放送（市内一斉：屋内退避開始～終了）●

防災行政無線放送（市内一斉：訓練周知）●

●帰柏

●帰柏

●情報収集・伝達訓練（要配慮者の安否確認等）

●防災行政無線放送（西山地区のみ：一時移転指示）

●訓練住民の乗船・避難開始
●直江津港に到着・下船

●帰柏

●避難経由所に向けて出発

●フィルトリングシステム稼働

●放射線防護対策施設への避難訓練（福祉車両）

●職員出動
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８ 訓練概要 

⑴ 柏崎市災害対策本部訓練 

新潟県災害対策本部運営訓練

に併せて、県・市町村等の連携、

手順の理解を重点としたシナリ

オ型による訓練を実施。また、

県総合防災情報システムを活用

した県・市町村間の情報共有を

実施した。 

訓練①は、地震との複合災害

が発生、施設敷地緊急事態とな

った状況から訓練を開始。今後、

全面緊急事態となった場合に備えて作成する「全面緊急事態における防護措置の

実施要領（案）」の確認等をＴＶ会議や県総合防災情報システムを活用し確認した。 

訓練②は、訓練①から想定時間を３日間スキップし、余震の発生及び放射性物

質が放出された状況から開始。ＯＩＬ２における一時移転実施要領を決定するま

での流れについて訓練を実施した。また、市独自シナリオとして、余震により道

路交通障害が発生し、一時移転対象地域が孤立したとの想定で災害対策本部での

対応協議を行った。 

 

○ＴＶ会議 

▶ 「全面緊急事態における防護措置実施要領(案)」の決定（県災害対策本部会議） 

▶「ＯＩＬ２における一時移転実施要領」の決定（県災害対策本部会議） 

▶「ＯＩＬ２における一時移転実施要領」の確認（合同対策協議会） 

 

⑵ オフサイトセンター運営訓練 

新潟県災害対策本部運営訓練に併せて実施。現地災害対策本部長となる副市長

（代理）及び連絡員をオフサイトセンターへ派遣。オフサイトセンターに設置さ

れる原子力災害合同対策協議会による情報共有・連携等の訓練を実施。また、市

原子力災害対策本部会議とのＺＯＯＭによる情報共有を行った。 

 

⑶ 緊急時通信連絡訓練 

国、新潟県災害対策本部、合同対策協議会及び関係市町村災害対策本部とのＴ

Ｖ会議を実施。また、東京電力等からのＦＡＸの受信等、緊急時と同様の通報連

絡方法を使い、関係機関相互の通信連絡訓練を実施した。 

  

本部運営訓練の様子 
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⑷ 学校等における保護者への引渡し訓練 

ＰＡＺ及びＵＰＺ内の学校等

において、緊急時における児童

園児の避難が円滑に行われるよ

う避難手順を確認。保護者への

引き渡しから引き渡せなった児

童等のバスによる避難を実施し

た。今年度は、ＰＡＺ内の県立

学校においても訓練を実施し

た。 

 

〇訓練実施場所 

▶ ＰＡＺ：日吉小学校、松波保育園、県立はまなす特別支援学校  

▶ ＵＰＺ：北条小学校、鯖石保育園 

〇訓練内容 

▶ 保護者へ児童等の迎えを要請 

▶ 迎えに来た保護者へ児童等の引渡し 

▶ 避難時の安定ヨウ素剤の持ち出し 

▶ 引渡しのできなかった児童等をバスに乗車させ、教職員等引率のもと避難 

 

⑸ ＰＡＺ内の住民避難訓練 

地震との複合災害の発生を想定し、

警戒事態から全面緊急事態での避難

指示の発出に至るまでを想定した広

域避難訓練を実施した。昨年度に引き

続き、避難行動要支援者の安否確認及

び福祉車両による避難訓練を実施す

るとともに、避難経路の道路交通障害

を想定した船舶での避難を実施した。 

 

〇住民避難訓練（松波地区） 

▶ 警戒事態における情報収集・伝達

訓練として、避難行動要支援者の

安否確認と自主防災組織及び消

防団、緊急時地区派遣隊との情報

共有を実施。 

▶ 施設敷地緊急事態における避難行動要支援者の避難訓練として、住民が避難

行動要支援者役となり、車椅子に乗って福祉車両での避難を実施。 

小学校での訓練の様子 

バス避難集合場所での受付の様子 
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▶ 全面緊急事態での住民避難として、当日９時１５分に防災行政無線・エリア

メール等により住民に避難を指示。住民は放送を契機にバス避難集合場所に

集合し、バス避難支援隊による受付及び安定ヨウ素剤の配布を受けた。その

後、住民はバス及び船舶により避難先（糸魚川市）に向けて避難を開始し、

避難経由所を経由して避難所に避難を行った。避難経由所では、広域避難先

遣隊が、避難所では受入先市職員がそれぞれ受付を実施した。 

▶ 船舶避難 

 道路交通障害を想定し、バス避難集

合場所からバスで柏崎港に向かい、

海上保安庁の船舶に乗船し、直江津

港まで移動。直江津港から再びバス

に乗り換えて避難先に避難した。 

▶ 新型コロナウイルス感染症対策 

・参加者及び職員等のマスク着用、検

温、手指の消毒 

・バス乗車人数を定員の半分に抑え乗

車 

・発熱者を想定した会場レイアウト等 

▶ 消防団による避難支援訓練 

・バス避難集合場所における避難者の

誘導、交通整理 

 

〇訓練会場（糸魚川市） 

避難経由所 マリンドリーム能生 

避難所 能生生涯学習センター 

 

⑹ ＵＰＺ内住民の屋内退避訓練 

９時１５分放送の防災行政無線等により、各家庭で屋内退避訓練を実施。 

 

⑺ ＵＰＺ内住民の一時移転訓練 

ＰＡＺ内住民の広域避難訓練と同じく、警戒事態から全面緊急事態、放射性物

質放出後の一時移転指示発出までを想定した広域避難訓練を実施した。 

今年度は、バス避難に加え、以前からの課題であった自家用車での避難訓練を

実施するとともに、昨年度ＰＡＺ内住民避難訓練で行った顔認証による受付をＵ

ＰＺでの避難訓練において導入した。 

 

 

 

乗船の様子 
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〇バス及び自家用車による住民避難訓練（西山地区） 

▶ 警戒事態における情報収集・

伝達訓練として、避難行動要

支援者の安否確認と自主防災

組織及び消防団、緊急時地区

派遣隊との情報共有を実施。 

▶ 住民は９時１５分放送の防災

行政無線等により屋内退避を

実施。 

▶ ９時４０分放送の防災行政無

線（西山地区限定放送）によ

り、住民に一時移転を指示。住民は、放送を契機にバス又は自家用車により

避難先（村上市）への避難を開始。避難経由所へ向かう途中のスクリーニン

グポイントにおいて、新潟県が行うスクリーニング・簡易除染訓練に参加。

その後、避難経由所を経由して避難所に避難。避難経由所では、広域避難先

遣隊が、避難所では受入先市職員がそれぞれ受付を実施した。 

▶ 自家用車避難訓練 

 新潟県が用意したレンタカーを使用し、避難先までの一時移転を実施。 

▶ 消防団による避難支援訓練 

バス避難集合場所における避難者の誘導、交通整理 

 

〇訓練会場（村上市） 

スクリーニングポイント 豊栄ＳＡ（新潟市） 

避難経由所 パルパーク神林 

避難所 神林農村環境改善センター 

 

⑻ ＰＡＺ内放射線防護施設訓練（高浜地区） 

放射線防護施設（高浜コミュニティセンタ

ー）を会場に避難行動要支援者（車椅子）の

避難訓練及び健康リスクがある方（寝たき

り）の放射線防護施設への避難を想定し、福

祉車両を使用した放射線防護施設への避難訓

練を実施した。 

なお、訓練では、消防職員の指導の基、訓

練用人形（60kg）・段ボールベッドを使用し

て、ベッドからストレッチャーへの載せ替

え、ストレッチャーからベッドへの載せ替え

を実施した。 

自家用車の車両スクリーニングの様子 

ストレッチャーからベッドへの

載せ替えの様子 
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⑼ 安定ヨウ素剤の緊急配布訓練（住民避難訓練・一時移転訓練と同時に実施） 

バス避難集合場所での受付時に安定ヨウ素剤所持の有無、服用可否等を確認

し、安定ヨウ素剤（代替品：あめ玉）を配布。なお、自家用車避難者に対しては

スクリーニングポイントで配布した。 

 

⑽ スクリーニング・簡易除染訓練 

一時移転訓練と併せ、スクリーニングポイント（豊栄ＳＡ）において、県が実

施する住民及び避難車両のスクリーニング及び簡易除染に住民が参加。 

 

⑾ 広報活動訓練 

〇防災行政無線 

▶ 訓練事前告知放送（前日、当

日）、訓練放送（ＰＡＺ避難、

ＵＰＺ屋内退避指示、ＵＰＺ一

時移転指示）、屋内退避訓練終

了放送を実施 

〇緊急速報メール・エリアメール 

▶ 訓練放送（ＰＡＺ避難、ＵＰＺ

屋内退避指示）を実施 

〇その他 

▶ 市ホームページ、ツイッター、

フェイスブックに訓練情報を掲

載 
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９ 住民避難訓練等の主な感想 

⑴ 参加者 

▶ 訓練の内容がマンネリ化してきているように思える。子どもも含めみんなが参

加したいと思えるような内容にしてほしい。 

▶ 参加してみて、避難するにはエネルギー、体力、気力が必要だということがわ

かった。高齢者が多いので、係の人だけでなく、住民同士で協力しあうことが

必要。 

▶ 今日は天気が良かったが、雨の日や大雪の日、寒い時期などにはどういった対

応をされるのか心配。また昼間では無く、夜の場合はどうなるのかも心配、今

後そういった訓練も必要。 

▶ 避難所までが遠い（村上市）、実際は不安になると思う。 

▶ 学校を巻き込んだ避難訓練も必要である。また、小中学校は引渡しがあるが、

高校生はどうするのかがわからない。自分で移動できない子どもの避難につい

て、もう少し検討と浸透が必要だと思った。訓練はすごくよかった。 

 

⑵ 参加市職員 

▶ 顔認証システムの設置に時間・手間が掛かる、また、電源が３口必要であるた

め、持ち運びができ、電源を必要としないタブレット型等で対応できないか。 

▶ 電波状況や機器の故障等で顔認証システムでの受付に時間を要した（又は正常

にできなかった。）。 

▶ 顔認証システムだけで受付が完結しないため、安定ヨウ素剤の配布管理なども

含め、受付業務の全てを行えるシステムが理想である。 

▶ 職員及び住民とも安定ヨウ素剤についてよく分かっていなかった。安定ヨウ素

剤の知識がもう少し必要だと感じた。 

▶ 学校等は敷地が広く、避難者はまずどこに行けばいいのか迷いやすいため、

「バス避難集合場所の受付はこちら⇒」みたいな看板又は張り紙があれば避難

住民をよりスムーズに誘導できたと思われる。 

▶ 避難所での村上市の職員とのやり取りがほぼなかった。訓練に併せて行うのは

時間的制約もあり、難しいと思うが、市民も含めて合同で避難所運営訓練も行

うとよいのではないかと感じた。 

  



10 

10 訓練で見えた課題と対策 

⑴ 災害対策本部運営訓練、緊急時通信連絡訓練 

 

・伝わりやすい言葉遣いについて 

【課題】災害時の緊迫した状況であることを踏まえ、間違いを起こさない言葉

遣い、明確で簡潔な報告を常に意識する必要がある。 

【対策】原子力災害時に想定される報告事項や報告する際の留意点を整理し、

訓練シナリオに反映しながら、訓練を重ねていくことで職員に意識付

けていく。 

 

・停電等を想定した複数の情報共有手段の確保について 

【課題】複合災害時の停電等によりＰＣ端末やプリンターが使用できないこと

や大型モニターによる情報共有ができないことを想定し、代替手段や

電子データだけでなく紙媒体も事前に準備しておく必要がある。 

【対策】原子力災害時の様々な情報共有手段を検討するとともに、必要となる

書類・様式を紙媒体で一式用意しておくことを検討する。 

 

・各部の個別訓練について 

【課題】訓練は災害対策本部の対応が主となっている。災害への対応力の向上

を図るため、各部の個別訓練を実施する必要がある。 

【対策】各部において初動対応の再確認を行うとともに具体的な災害の発生状

況を設定し、本部運営訓練に併せて、各部での個別訓練の実施を検討

する。 

 

⑵ 学校等における保護者への引渡し訓練 

・学校等における資機材の配備について 

【課題】引き渡せなった児童・園児のバスによる広域避難が渋滞等により時間

を要した場合に備え、携帯トイレやオムツ、毛布等を持ち込む必要が

ある。 

【対策】新潟県に報告するとともに学校等への避難用資機材の配備を検討す

る。 

 

・学校等における原子力防災の実施について 

【課題】原子力災害時に対応する教職員に対して、原子力災害の特殊性や避難

の方法をもっと周知していく必要がある。 

【対策】学校等に対して原子力防災講座の開催について提案する。 
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⑶ ＰＡＺ・ＵＰＺの住民避難（一時移転）訓練 

・自家用車を使った避難について 

【課題】今年度、初めて自家用車での避難訓練を実施した。今回は訓練参加者

が迷うことなく避難所まで到着できたが、実災害を想定し、避難者が

避難所まで迷わず到着できるように誘導方法の検討や自家用車避難の

課題の抽出、改善に努めていく必要がある。 

【対策】引き続き自家用車での避難訓練を実施していくことを新潟県に要望す

る。 

 

・避難行動要支援者の避難について 

【課題】今年度新たに放射線防護施設を会場として、在宅の避難行動要支援者

の避難訓練を実施した。避難する際に車椅子又はストレッチャーが必

要となる者の避難には、支援者だけでは負担が大きく、近所の住民や

自主防災組織、消防団の協力が不可欠であることから、今後も継続し

て訓練を実施し、共助の体制構築を図っていく。 

【対策】避難行動要支援者の避難訓練及び自主防災組織等への訓練参加要請を

継続していく。 

 

・船舶避難訓練について 

【課題】海上保安庁（第九管区海上保安本部）の協力により船舶避難訓練を実

施した。複合災害を想定し、複数の避難方法を確保することは重要で

あることから、今後も様々な状況を想定した避難訓練を実施し、関係

機関との連携を高めていく必要がある。 

【対策】バス以外の方法による避難訓練の実施を新潟県に要望していく。 

 

・感染症対策について 

【課題】新型コロナウイルス感染症の流行により、訓練参加者の人数を制限し

ていたが、これまでの訓練により感染症対策が徹底されてきたことか

ら、参加者の制限を行わず、より多くの住民からの訓練への参加を求

めていく必要がある。 

【対策】多くの住民が参加できるよう訓練で手配するバスの台数の増加などを

新潟県に要望する。 

 

・ＩＣＴの活用について 

【課題】昨年に引き続き、バス避難集合場所等での避難者の受付の効率化を図

るため顔認証システムが試行された。しかし、機器トラブルにより顔

認証できないケースが多く発生した。また、対応した職員からは機器



12 

が大きく、運搬や機器設置の負担が大きいことや複数の電源を確保す

ることから実用性を疑問視する意見があった。 

【対策】今回の問題を踏まえ、より実用性の高いＩＣＴの活用方法の検討と訓

練での試行を新潟県に要望する。 

 

・資機材の使用方法について 

【課題】緊急時地区派遣隊等の要員が持ち出すＩＰ無線機等の資機材の使用方

法については訓練前に説明会を開催しているが、訓練を重ねて使い慣

れておく必要がある。 

【対策】訓練前の事前説明において資機材に関する研修を行うとともに訓練時

以外の研修の機会を検討する。 

 

⑷ 安定ヨウ素剤の緊急配布訓練 

・緊急配布方法について 

【課題】実災害時の大人数への配布を想定した緊急配布手順の簡略化を検討し

ていく必要がある。 

【対策】配布手順の簡略化及び効率化を図るために大人数への配布を想定した

訓練とするなど配布手順の課題を洗い出していく。 

 

⑸ スクリーニング・簡易除染訓練 

・スクリーニングポイントの周知について 

【課題】昨年度の訓練参加者からの意見を踏まえ、今年度はスクリーニングポ

イントへの誘導看板を設置した。避難する住民が確実にたどり着ける

ように誘導看板の設置や誘導方法の工夫を検討していくとともに住民

へのスクリーニングに関する周知継続する必要がある。 

【対策】新潟県にスクリーニングポイントへの誘導方法の検討を求めるととも

にＵＰＺにおける原子力災害時の避難行動に関する周知を継続してい

く。 

 

⑺ 広報活動訓練 

・防災行政無線での避難指示等について 

【課題】訓練における避難指示等の放送は、いずれも長く、最長で６分を超え

るため、簡潔且つ明確に状況を伝えられるよう放送文の見直しが必要

である。 

【対策】放送文の見直しを行う。 
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11 訓練の様子 

   

   

   

   

 

本部運営訓練 保護者引渡し訓練 

 

引き渡せなかった児童のバス避難 

 

情報収集・伝達訓練（コミセン） 

 

福祉車両での避難（車椅子） 

 

 

ストレッチャー搬送 

 

受付・安定ヨウ素剤の配布 

 

避難経由所での受付(顔認証システム) 

 

避難所（防災グッズ展示） 

 

スクリーニング訓練(車両検査) 

 

船舶避難訓練（船内） 

 

消防団（車両の誘導） 
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12 訓練参加者数 

 

 

10月24日（月）本部運営訓練等

本部員 連絡員等 リエゾン オブザーバ 防災・原子力課 合計

本部運営訓練 17 15 3 1 11 47
ＯＦＣ運営訓練 1 1 0 0 0 2

合計 18 16 3 1 11 49

10月25日（火）学校等の保護者引渡し訓練（UPZ　北条小学校、鯖石保育園）

引渡し バス避難 計 本部等 バス避難 計

北条小学校 65 20 85 2 11 13 98 31
鯖石保育園 20 7 27 1 4 5 32 11

合計 85 27 112 3 15 18 130 42

10月26日（水）学校等の保護者引渡し訓練（PAZ　日吉小学校、松波保育園）

引渡し バス避難 計 本部等 バス避難 計

日吉小学校 110 25 135 2 7 9 144 32
松波保育園 55 26 81 1 15 16 97 41
合計 165 51 216 3 22 25 241 73

10月29日（土）住民避難訓練

訓練項目 合計

バス避難 バス 14 － 77 － 18 109

船舶・自家用車 船舶 35 自家用車 29 － － 64

消防団 13分団 6 17,18分団 36 13分団 10 52

計 － 55 － 142 － 28 225

広域避難先遣隊 糸魚川市 6 村上市 4 － － 13

緊急時地区派遣隊 － 3 － 3 － 3 9

バス避難支援隊 － 4 － 16 － － 20

防災・原子力課員 － 2 － 3 － 1 6
本部

※合計のみ
－ － － － － － 8

発熱者役
（市職員） － － － 2 － － 2

市消防 － － － － － 2 2

電力事業者等 － － － － － 2 2

計 － 15 － 28 － 8 62

－ 70 － 170 － 36 287

11月8日（火）学校等の保護者引渡し訓練（PAZ　県立はまなす特別支援学校）

引渡し バス避難 福祉車両 計 要員等 バス避難 福祉車両 計

はまなす特別支援学校 50 18 2 70 3 13 3 19 89 31 5
合計 50 18 2 70 3 13 3 19 89 31 5

10月29日（土）住民避難訓練 訓練合計 【参考】令和３年度

屋内退避訓練 約65,000人 10月24日 49 本部 11月9日 213 本部+学校等

※R4.4.1現在　UPZ内人口 10月25日 130 学校等 11月11日 100 学校等

10月26日 241 学校等 11月13日 241 住民避難

10月29日 287 住民避難

11月8日 89 学校等

合計 796 合計 554

児童・生徒 職員
合計

うちバス
乗車

うち福祉
車両

合　　計

松波地区 西山地区 高浜地区

住民避難訓練　等

市職員　等

児童・園児 職員

うちバス
乗車

うちバス
乗車

合計
児童・園児 職員

合計


